
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

７月の感染症発生状況 

ヘルパンギーナ      22 名 

感染性胃腸炎        2名 

  

 

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期になりました。身体が暑さに慣れて

いない梅雨開けや気温が急激に上昇した日には特に注意が必要です。 

喉が渇いていなくても、こまめに水分補給をするようにしてください。 

また、衣服の調節やクーラ―を上手に活用しながら厳しい暑さを乗り超えましょう。 

✿毎日使用するタオル・エプロン・お箸セット

は、必ず清潔な物を持たせるようにしてくださ

い。これからの季節、カビが生えやすい時期に

なります。お子様の健康を守るために、毎日の

確認を宜しくおねがいします。 

 

 

 

暑い日が続き、蚊が出始め、虫刺されが増えています。 

しかし、虫よけパッチやムヒパッチは、かぶれの原因や 

誤飲・窒息の危険があるため、使用しての登園は御遠慮 

下さい。かゆみや腫れは冷やすと緩和することができます。 

また、とびひ防止のため爪は短く切るようにしましょう。 

腫れて浸出液が出る場合は必ず保護してください。 

※かゆみが強く腫れが続く場合は皮膚科を受診しましょう。 

 

7月のほけんだより 
ひまわり保育園   看護師  野澤 

 

 

歯科検診と尿検査を実施しました。 

虫歯や異常があった時には、受診を

していただき、結果は必ず担任に 

お知らせください。 

 


